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ビニールがもたらす防風効果と太陽熱による温室効果を利用して、野菜や花の栽培など、主に農業に
用いられるものである。

真冬の最も寒い時期に地震は発生した。この寒さに耐えるのに、他の何よりも良かったかもしれない。

太陽が照れば、たとえ北風が吹こうとも、内部は暖かい。時期を考えれば、最良のシェルターであった

ろう。しかし、最初からピニールハウスをシェルターにと、考えたわけではない。どこを探しても、テ

ントが全くなかったのである。

間口5メートル、長さ 24メートルの 120平方メートルの中に、最も多いときには20 0頭余の被
災動物を収容した。

ピニールハウス内の様子（神戸動物教護センター）



ビニールハウス （三田動物救穎センター）

戸 ．“liilliiii轟、い
役目を終えたビニールハウス （神戸動物救謹センター）
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身体状態のチェック、ワクチンの接種および各種疾病の治療を行い、また日常的には、獣医師と一般ポ

ランティアが密接に運携し、毎日の規則的な散歩など人との接触を配慮し、初期のビニールハウスを用

いた劣悪な設備のなかでも最善の飼養管理が施された。しかしながら、収容動物の多くは受け入れ時か
ら既に何らかの身体の異常を示していた。すなわち、地震による直接的な被害とともに、飼育環境の急
激な変化を受け、動物たちは明らかに疲弊していた。

被災した犬および猫の病院収容頭数の推移
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異常の認められた被災犬（上段） および被災猫（下段） の推移
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異常を認めた収容動物の部位別円グラフ
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神戸および三田動物救護
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安楽死
I | u 

「どうしても」飼えないことが、確かにある。近代都市を襲った今回の大地霙は、頭でしか物事を理解

しない人には、理解が困難な出来車がいくらでもあった。その一つが動物の「安楽死」である。地震災

害の報道が一段落ついたころ、新聞、雑誌でも動物の「安楽死」を扱った記事を目にすることがあった。

兵庫県南部地霙動物救援本部は、保護収容した動物すべてが、元の飼い主か、あるいは里親に引き取

られるまで、活動を続けることを宣言してスタートした。決して「安楽死」はさせない。もちろん、収

容された動物のなかには、負傷が癒えずに死亡したり、あるいは救護センターで発病し、手当の甲斐も

なく、死亡したものがいた。しかし、どんなに老齢であろうと、どんなに重症であろうと、また菫い障

害を持っていようと、安楽死させることはなかった。

しかし、地震直後の混乱期には、安楽死を求める飼い主が少なからずいた（「神戸市ならびに兵庫県

獣医師会々員へのアンケート鯛査」から、資料扁参照）。また、実際に安楽死を求められ、獣医師とし

ての責任において、やむなく執行した獣医師もいた。「どうしても飼えない。例え施設があっても、自

分の手のなかで」との思いがあったという。

咆範設移讐死亡
2% 12頭 3%23ほ

幽7蕊 581願
よ、1

甲衷

79% 230頭

神戸動物救護センターで、手当の甲斐なく死

亡した被災動物は42頭であった。
腎不全、フィラリア症など内科疾思が死因(f)

主なものであった。

被災犬 被災猫

手当の甲斐もなく死亡した被災犬

（神戸動物救護センター）
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バドック式犬舎
一----」．
 

誰もが大きな庭がある広い家に住みたいと思う。恐らく、動物たちも同じであろう。神戸動物救護セン

ターでは、 5月13日に新しいプレハブ ・パドック式の犬舎が完成した。収容犬はその日のうちに、ピ
ニールハウスの施設から、新しい 「広い家」に移った。
動物たちは、とたんに病気から解放された。
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収容犬の診療頭数
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（神戸動窃致謡センター

プレハプ ・バドック式犬舎
（神戸動物救譲センター）

バドック内の収容犬 （神戸動物救籟センクー）
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仮殿か常設か？
． L 

兵庫県南部地器動物救援本部が行なった里親ならびに一時預りの飼い主に対するアンケート詞査がある。

「今後も引き続き、成犬および成猫の譲渡ができる施設の運営を望みますか？」に対して、「望む」が
圧倒的に多く、「望まない」はわずか4.3％にすぎなかった。

「望む」と回答した人の多くは、「動物愛護」の意味から必要と考えているようである。「望まない」

と答えた人は29名しかいなかったが、その理由に「安易に動物を手放すのは反対」、「飼い主は責任を
もって飼うべきである」と答えている。動物が人と同じような扱いを受けることが「動物愛謹」とすれ
ば、やはり安易に譲渡するのはおかしいことになる。

しかしながら、感情的にはともかく、どんなに動物愛護精神が高揚した国でも、「人間」と「動物」が

等価的に扱われることはない。「人間の責任」において、「動物を飼う」ことが何よりも重要であるとし
か言えない。飼い主の責任の一つに、「動物の該渡」は有りうるということかもしれない。
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神戸動物救騒センターの新 しい筋註 平成7年5月13日完成翌年8年6月末に解体された



威犬譲渡
＝ゴ— .. 
兵庫県南部地震動物救援活動で収容した被災動物は、 1,556頭のうち約85％は、 1オ以上の成犬お
よび成猫であった。里親に引き取られた 1,0 4 5頭もほぼ同じ年齢構成であったと思われる。したがっ
て、いわゆる成犬、成猫譲渡が行なわれたことになる。里親ならびに一時預りの飼い主へのアンケート
調査に、 「成犬、成猫の譲渡を望みますか？」 （設問9-2)があり、 28. 4％は 「望まない」と答えてい

る。その理由の多くは、「大きくなってからではなつかないことが多く」、「前に飼われていた環境と異な
り、躾が大変」と答えている。また、 体験駿として、「成犬でなつくのに 1年かかった」と回答した人も

いる。まさにその通りであり、一般的に、子犬、子猫の方がなつきやすい。ここでは、成犬の利点を考
えてみよう。

里99募纂／吹田市 平成7年9月23日

／
 
わからない

200‘牛

屯工ない

178牛

「成犬、成猫の譲渡を望みますか？」
（設問9-2)。

（里親ならびに一時預りの飼い主への
アンケート調査から）

成犬の利点

1、犬の性格がつかみやすい。
2、体型がはっきりしている。
3、おおよそ躾られている。
4、いたずらや甘え嗚きに悩まされない。
5、犬の行動に落ち着きがみられる。
6、成犬の方が心が通いやすい。
7、高齢の方には、志齢の犬の方がよいかもしれない。
8、手のかかるほど、愛情が増す場合がある。

里親；；；集1姫路市 平成7年10月21日



全国の里親（神戸働物救璽センター）｝
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 神戸動物救護センターから全国の里親

に引き取られていった被災動物
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の里親（三田働物救護センター

三田動物救護センターから全国の里親

に引き取られていった被災動物
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近畿圏の里親（神戸薗物救霞センターの取容犬）
し ---l l 

神戸動物救護センターから近畿圏の

里親に引き取られていった被災犬
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近畿l11の里親（神戸慟物救置センターの取容猫）
1̀ 』.' . ! I 

神戸動物救護センターから近畿圏の

里親に引き取られていった被災猫

兵庫県

u 

近畿圏
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近畿圏の里親（三田慟物救匿センターの取容犬） l 
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三田動物救護センターから近畿園の

里親に引き取られていった被災犬
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！近畿圃の里覇（三田薗物救置センターの限容猫）
L I , 1J 

三田動物救護センターから近畿圏の

里親に引き取られていった被災猫

兵庫県

兵庫県総数： 58匹

近畿圏

近畿圏総数： 79匹



， 

計圃的派遣 (l)
I —: .. 

相互の理解のもとに、スケジュールを立て、物事を実行する。今回の動物救護活動で、この計画性が特

に要求されたのは、 1)ベットフードおよび医薬品類の供給、 2)ポランティアの派遺の二つであった。

ポランティア学生は「 ・・・ ペットフードについて、どんな考えだったのか知らんけど、一度にあん

な量を送ってくるのは、少々冷静さが足りん。予想される動物の数と製品ペットフードの消桜期限で考

えたら絶対に余ってしまう琵で、第一置き場がない」と、嘆いた。

神戸および三田動物救護センターの要求に応じて、救援本部から東京本部に必要数温を連絡し、送付

されてくる。しかし、 一度に大量のペットフードが送られてきた。結果的に、一部は賞味期限を過ぎて

保管することになった。

決して有り余ったわけではないが、医薬品類にも同じことがありえた。有効期限の近い医薬品類が多

く持ち込まれたことが一つの原因だったかもしれない。

救援物資が有効に使われるために、収容動物の数と収容期間を考慮し、計画的に送ることが重要なポ

イントである。
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ペッ トフード受入推移

ヽ~
3月28日
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計圃的派遣(2)
I 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 ー

ポランティア活動が円滑に営まれるためには、最低限の人数が必要である。しかし、多ければ良いとい

うものではない。適正な人数が居て、始めて十分に機能する。学生ポランティアは、休みになると、溢
れるほどに駆けつけてくれた。しかし、授業があれば、そうはいかない。大きな災害時には、休みをス
ライドさせるなどの工夫があってもよい。

獣医師ボランティアは、もっと切実である。経験と十分な知識がある獣医師が長期間、ポランティア
活動を続けることは困難である。絹織と現場が、密に話し合い、詳細なスケジュールを立てることが何
よりも重要なことであろう。

（社）大阪府獣医師会、 （社）大阪市獣医師会、および （社）横浜市獣医師会などが実旋した計画的
な獣医師派遣は、今回のポランティア活動に大きな成果をもたらした。
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神戸動物救護センターの獣医学生ポランティア
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ポランティアの活躍 o)神戸勧物救讃センター

~ 

一般ポランティア ：1076人
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獣医師ポランティア ：336人
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ポランティアの活躍 (2)神戸慟物救蜃センター

兵庫県

兵庫県総数： 647

一般ボランティア
近畿圏

近畿圏総数： 792人
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ポラン7i'1~アの活躍 (3) 神戸慟物救護センター i
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獣医師ボランティア
近畿圏

近畿圏総数： 259人
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兵庫県総数： 87人
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神戸馳物救璽センター
ポランティアの活動風景
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磁ランティアの活躍 (1)三田働物救護センター
--」 日

一般ポランティア ：739人
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(2)三田髄物救匿センター
ー

1

一般ボランティア
近畿圏

近畿圏総数： 536人

兵庫県

兵庫県総数： 291人
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ポランティアの活躍 (3)三田慟物救讀センター

善灯医師ボランティア
近畿圏

近畿圏総数： 35人

兵庫県

兵庫県総数： 26人
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三田薗物救置センター
ポランティアの活動風景



教訓

アンケート調査「動物救護ポランティアの現場から」の回答（回答数473)のうち、台重な意見を出来

る限り原文にそって、掲載してみる。

（良い点） 皆で協力しあえた………………………………………35人

仕事の指示が行き届いていた…………………………25人

（悪い点） 作業の指示系統が不明、仕事がスムーズにいかない84人

人間関係で問題があった………………………………22人

ポランティアの人数調整の不備………………………20人

（改讐の要あり） ボランティアの人数調整………………………………46人

仕事の説明、分担をして欲しい………………………29人

仕事の引き継ぎをきちんとする………………………16人

ポランティア参加数

神戸動物救護センター ＝田動物救設センター

1/26~2/l 4 64 
2/l 5~2/28 84 
3/l ~3/15 89 61 
3/16~3/31 85 70 
4/1 ~4/15 68 55 
4/l 6~4/30 57 38 
5/1 ~5/15 45 29 
5/16~5/31 31 23 

1 /2 6~5/3 1のポランティア総数、約12,5 0 0名。 1日当たりのボランティア参加数は、
神戸動物救護センター約65名、三田動物救護センター約46名であった。



仮設住宅と働物

仮設住宅での 「ペ ッ卜飼育」
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森内利郎院長 アルファ複医科納院 （東濶区）

（前略）

仮註住宅へ往診に行くと思う。お年寄りの一人暮ら しでも、

ベットと一緒に暮らしている人は、なんとなく生き生きして

る、楽観的で余裕がある。ペットのいる人同士で仲良くなっ

たリするみたいだし。 どう見ても年金涵らしという人が多い

けど、そんな人ほどきっちりと診療費を払おうとしてくれる。

やっぱ1)ね、そんな人ほど診療四をまけといてあげようとい

う気になります。ここだけの話だけど、金持ちの患者さんほ

ど、けちけちしてますよ。今、心配に思っているのがペット

を飼っている人が仮殷から公営住宅へ移るとき。公営はベッ

卜禁止でしょ。なんとか柔軟な態度か対応がとれないのかな

ペットを飼える棟を一棟だけ作るとか。嗚き声がうるさいと

かいうけど、人の子だって泣きますしね。塁災のとき、家が

壊れても、飼い猫がいるから外へ出られなかったお年寄9)も

いたらしいんです。「わしゃここで死ぬんや」 って、猫を抱

えて、それで暖とって。そんな人からペットを取り上げると

どうなるか・「生きがい」なんですから。

（神戸筋間・タ刊 1996.11.8「震災聞き語9)ザ・仕事」から）
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添え

5月25日、神戸動物救譲センターは
常陸宮殿下ならびに妃殿下のご来訪を受け、励ましのお言葉を頂いた。

また、高円宮家は、神戸動物救譲センターから 1頭の被災犬を引き取られた。「何とかしなくては」
との思いと、飼える環境があると判断されてのことである。引き取ったあと、多少の問題はあったもの

の、今では良く慣れて元気に荘らしているという。

＇ ＇
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常陸宮同妃両殿下ご感想

平成七年五月二十五日

震災で亡くなられた方のご冥福を祈るとともに、被

災された皆様に心からお見費いいたします。

本日、地震の凄まじさを目のあたりにして、仮住ま

いを余儀なくされておられる皆様の今日までのご苦

労と将来への不安には、計り知れないものがあると

思います。

生活の再建や産業の復興に向けて、関係者の方の懸

命な意欲がひしひしと感じられ、敬意を表します。

終わりに、震災に遣った動物達にも暖かい救護活動

を行っておられることを姐しく思いました。

＇ 



ドフィー．高円宮妃久子殿下

艇
災
孤
犬
蕊
円
宮家
ぺ•

}
・

神
戸
動
物
救
護
セ
ン
タ
ー
か
ら

阪
神
大
哀
災
で
飼
い
主
と
は

ぐ
れ
た
ペ
ッ
ト
を
保
頃
し
て
い

る
神
戸
勁
物
救
環
セ
ン
タ
ー

（
神
戸
市
北
区
）
で
生
ま
れ
た
子

犬
＂
写
真

11が
東
京

・
赤
坂
の

高
円
宮
家
に
引
き
取
ら
れ
た
。

ド
フ
ィ
ー
と
名
付
け
ら
れ
、
長

っ
ぐ
こ

女
承
子
さ
ま
（
九
つ
）
ら
と
仲
よ
く

遊
ん
で
い
る
。

薄
茶
色
に
白
い
毛
が
交
じ
る

オ
ス
の
雑
団
犬
。
体
長
は
約
四

0
裕

地

窟
四
後
、
母
犬
が
同

市
匹
区
で
迷
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
床
設
さ
れ
、
四
月
二
日
に
他

の
―
二
匹
と
と
も
に
生
ま
れ
た
。

五
月
に
同
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

（毎日新聞夕刊 1995.6.9) 

し
た
常
陸
宮
こ
夫
妻
か
ら
、
六

十
匹
の
ペ
ッ
ト
が
向
い
主
を
求

め
て
い
る
と
閲
い
た
高
円
宮
こ

夫
要
が
申
し
出
て
、
今
月
一
日

に
赤
坂
御
用
地
内
の
宮
邸
に
。

高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
は

「
か
わ

い
そ
う
な
犬
や
猫
が
い
る
こ
と

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
」
。
セ
ン
タ
ー

(
0
7
8
.

7
4
1
.8
1
1
2
)
で
は
、

飼
い
主
に
な
れ
る
人
や
義
援
金

を
雰
築
し
て
い
る
。



緊急事態への備え

Q射國麟と固扁〉
●移動無線

●携帯ラジオ （受信機）

●携帯電話

●必要な塁の電池

●基地備品

償加梵管理するための車両〉

僅膨りの収容備品〉

●犬猫用ケージ

●独立犬舎

●隔離犬舎

●犬猫以外の動物用檻

●犬猫用の携帯用ケージ （ハンドケース）

●犬猫生け捕り用の道具

被災犬 被災猫
荘クl..1:11
43通

閤,il
 
神戸および三田動物救護センターに収容された枝災動物の

ほとんどは、去勢も追妊もされていなかった

〈日頃から準備しておくもの〉

●鑑札・迷子札 （必ず首輪に装蓋すること）

名前、年齢、ワクチン接種の有無、連絡先などを記したもの
●ペットフードと水

人間も動物も同じ、少なくとも3日分を確保
●写真とメモ

名前、年齢、ワクチン接種の有無、連絡先などのほか、身体的 ・性格的特徴、 体重、

病歴などのメモがあれば、捜すとき役立つ
●常備薬

持病の治療薬、下痢止め、消毒薬など （人間と同じように）
●ケージやサークル

避難先で便利
●リードやリュック

リュックは猫や小型犬を入れるのに便利

僅井殖萌笥者の義務〉

●ワクチン接種

感染予防のためにも
●しつけ

動物が邪魔もの扱いされないために
●不妊手術

緊急時を想定すれば、重要なこと

（資料爾 第50「緊急災害問動物救援本部設置要綱」参照）
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地匿感知

地震の直前に犬が散歩を要求して外出していたため、難を逃れた飼い主がいた

地震の前夜、烏が一晩中鴎いていた

猫が地震の数時問前に暴れ出した

猫がいつもと違う場所で寝ていた

犬が地震の前夜寝なかった

地震前日より吠え続ける犬が多かった

地撰の数時間前から散歩をせがみそわそわしていた犬がいた

u 

庭で放し飼いの犬が、そわそわしたり、穴を掘ったり、屋内に入りたがったり、落ちつきが無くなった

りした

地震の3日前からビークルが犬舎にはいらず外で寝ていた

昆虫など
3% (43件）

爬虫類など
2% (40件）

魚類

（「神戸市ならびに兵庫県獣医師会々員へのアンケー ト出査jから抜粋、資料冨参照）

植物
1% (11件）

兵庫県南部地震の前兆現象1519通
(1711ケース）

獣類
19% (324件）

（弘原海泊 「前前兆証；；；1519!」束京出叛より）
（「阪神 ・淡路大震災シンポジウム」から、棗料扁参照）
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編集後 記

年を越すと、大地震から2年になる。あちこちで、確かに復興の槌音がきこえる。その一方で、「あの

大震災」も人々の記憶から少しずつ消えてゆく。忘れてはならない。

その強い思いを抱いて、本誌の編集は進められた。繰り返された大霙災の歴史に「動物救謹活動」を

記した部分はない。全てが始めての経験であり、試行錢誤の連続であった。このことは、木誌の編集ま

で続いた。

考えるよ 1) 、行動が先にあった。 「人も動物も助けたい」人々が手を結び、懸命に動いた• そのことを

記したのが本誌である。

今はじっくりと考えねばならない。なぜなら近代都市を襲ったはじめての大地震は数々の教訓を残し

たからである。残念ながら、本誌では、それらの教訓まで言い及ぶことができなかった。

本誌に記された各々の事実をもとに、この先のことをともに考えていきたい。

本誌の編纂に当たり、円重な資料をお寄せいただいた関係者各位ならびに諸団体にお礼を申し上げると

共に、出版に多大なご協力を賜った日新堂印刷株式会社に謝意を表したい。

平成Sfl,11月30日

大地震の被災動物を救うために

平成8年12月1日

発行 兵届県雨部地震動物救援本部

編某 兵序栞雨部地農動物救援本部活動の記録編渠委貝会

編氏委員

太田光明 （委員長）

杉原未規夫

船越久司

山本尚毅

市田成勝

松田早苗

鴛尾勝彦

旗谷昌彦

印刷 日新堂印刷株式会社
神戸市中央区橘通1丁El1吊9号
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